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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 9,235 52.4 567 ― 550 ― 327 ―

22年3月期第3四半期 6,061 △42.4 △653 ― △635 ― △934 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 46.21 ―

22年3月期第3四半期 △131.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 12,085 5,309 42.8 728.76
22年3月期 10,577 5,042 46.4 692.23

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  5,167百万円 22年3月期  4,909百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

7.50 7.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,800 35.2 590 ― 580 ― 340 ― 47.95



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年10月29日に発表いたしました通期業績予想の修正をしております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、四半期決算短信(添付資料)２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  7,210,000株 22年3月期  7,210,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  119,072株 22年3月期  117,912株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  7,091,714株 22年3月期3Q  7,104,783株
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世界経済は欧州の財政懸念や先進国の高水準の失業率等、引き続き厳しい状況にあるものの、米国は

緩やかな回復過程にあり、新興国は総じて堅調な成長を持続しております。 

わが国経済も、デフレや厳しい雇用情勢等、深刻な状況ではありますが、懸念された円高の進行も一

服し、製造業の生産や輸出は改善の動きがみられるようになってきました。また、設備投資の動向を知

るうえで、先行指標の一つであります機械受注統計の推移を見ますと、機械受注総額では、11月は前月

比8.3％減とマイナスに転じましたが、このうち製造業は10.6％増と回復の動きが見られます。 

このような環境下、当社グループは、プラスチック成形関連のコアビジネスにおきまして、品質の向

上、納期の確守、新製品の開発等、競争力強化によるマーケットシェアの拡大を図るとともに、環境、

電池、食品、医薬、化粧品等の新規販売分野の開拓・拡大に注力してまいりました。 

この結果、売上高は中国を中心とした東アジアが堅調に推移したこと、国内においてもフイルム、電

池、コネクター等の電子部品関連の需要が回復基調であること等により、前年同期比31億７千４百万円

増(同52.4％増)の92億３千５百万円となりました。 

損益面でも、価格競争の激化によるマイナス要因はあるものの、売上高の増加に伴う売上総利益の増

加、材料費を中心とした原価低減や諸経費低減努力等により、５億６千７百万円の営業利益(前年同期

は６億５千３百万円の営業損失)、５億５千万円の経常利益(前年同期は６億３千５百万円の経常損失)

となりました。 

これから、法人税、住民税及び事業税１億９千８百万円等を計上した結果、３億２千７百万円の四半

期純利益(前年同期は９億３千４百万円の四半期純損失)となりました。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、受取手形及び売掛金、仕掛品が増加したこと等により15億

８千７百万円増加し、94億４千７百万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べて、有形

固定資産が減少したこと等により８千万円減少し、26億３千７百万円となりました。この結果、総資産

は、前連結会計年度末に比べて15億７百万円増加し、120億８千５百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、１年内償還予定の社債が減少しましたが、支払手形及び買

掛金が増加したこと等により７億６千７百万円増加し、40億９千８百万円となりました。固定負債は、

前連結会計年度末に比べて、長期借入金が増加したこと等により４億７千３百万円増加し、26億７千７

百万円となりました。この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて12億４千万円増加し、67億７

千５百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、利益剰余金、少数株主持分が増加したこと等により２億

６千７百万円増加し、53億９百万円となりました。 

  

前述の通り、中国を中心とする東アジアや東南アジア諸国の需要は堅調であり、国内においても電子

部品関連を中心に需要は回復傾向であります。当年度の第４四半期は、回復テンポが緩やかになり足踏

み状態になることを予想しておりますが、通期の連結売上高は前回予想を500百万円上回る見込みで

す。利益面におきましても、受注競争激化による販売価格の低下はあるものの、売上高の増分効果と原

価低減努力等により、営業利益は130百万円、経常利益は120百万円、当期純利益は75百万円、それぞれ

前回予想を上回る見込みです。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が当連結会計年度の第２四半期連結会計期間末に算定

したものと著しい変化がないと認められるため、当連結会計年度の第２四半期連結会計期間末の貸倒

実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当連結会計年度の第

２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングに前連結会計年度以降の経営環境等の著しい変化を加

味する方法によっております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額についても影響は軽微であります。 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

② 棚卸資産の評価方法

③ 固定資産の減価償却費の算定方法

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 会計処理の原則・手続の変更

② 表示方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,126,596 3,412,316

受取手形及び売掛金 4,761,526 3,102,036

商品及び製品 236,299 380,325

仕掛品 484,883 280,117

原材料及び貯蔵品 729,462 646,396

その他 206,469 139,651

貸倒引当金 △97,762 △101,295

流動資産合計 9,447,476 7,859,547

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,320,318 1,319,939

その他（純額） 892,530 958,917

有形固定資産合計 2,212,848 2,278,856

無形固定資産   

その他 26,697 30,222

無形固定資産合計 26,697 30,222

投資その他の資産   

その他 417,602 430,288

貸倒引当金 △19,220 △21,386

投資その他の資産合計 398,381 408,902

固定資産合計 2,637,928 2,717,981

資産合計 12,085,404 10,577,528

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,965,821 1,203,079

短期借入金 685,869 626,961

1年内償還予定の社債 400,000 900,000

未払法人税等 175,211 －

製品保証引当金 141,523 105,613

役員賞与引当金 － 5,000

その他 729,645 490,376

流動負債合計 4,098,071 3,331,030

固定負債   

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 1,100,165 674,792

退職給付引当金 316,731 271,999

役員退職慰労引当金 134,074 142,987

負ののれん 18,700 26,433

その他 107,712 87,765

固定負債合計 2,677,384 2,203,977

負債合計 6,775,455 5,535,007
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 977,142 977,142

資本剰余金 1,069,391 1,069,391

利益剰余金 3,369,399 3,041,690

自己株式 △40,465 △40,166

株主資本合計 5,375,468 5,048,057

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 22,360 28,726

為替換算調整勘定 △230,219 △167,411

評価・換算差額等合計 △207,858 △138,685

少数株主持分 142,338 133,148

純資産合計 5,309,948 5,042,520

負債純資産合計 12,085,404 10,577,528
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 6,061,438 9,235,733

売上原価 4,861,831 6,718,804

売上総利益 1,199,607 2,516,929

販売費及び一般管理費 1,852,956 1,949,156

営業利益又は営業損失（△） △653,349 567,772

営業外収益   

受取利息 5,866 7,548

受取配当金 3,345 4,397

負ののれん償却額 6,969 7,733

助成金収入 30,751 17,032

その他 49,611 21,861

営業外収益合計 96,544 58,573

営業外費用   

支払利息 35,810 38,693

訴訟関連費用 22,403 2,500

その他 20,016 34,530

営業外費用合計 78,230 75,724

経常利益又は経常損失（△） △635,035 550,621

特別利益   

固定資産売却益 1,039 815

貸倒引当金戻入額 － 1,970

特別利益合計 1,039 2,786

特別損失   

固定資産除却損 3,233 1,312

投資有価証券評価損 － 336

合併関連費用 － 13,394

会員権評価損 11,941 －

特別損失合計 15,175 15,043

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△649,171 538,364

法人税、住民税及び事業税 15,607 198,734

法人税等調整額 280,974 △19,913

法人税等合計 296,582 178,820

少数株主損益調整前四半期純利益 － 359,543

少数株主利益又は少数株主損失（△） △11,125 31,834

四半期純利益又は四半期純損失（△） △934,628 327,709
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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